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肢体不自由教育においてもイ ンクルーシフ教育を進展させてい く 中で、 個々のニーズに応じた交流及び共同学習が必要
になる。 平成24年度全国特別支援学校長会によると、 実施状況は①新学習指導要領以降、 飛躍的に伸びたが、 高等部での
実施は難しい状況にある。 ②小 ・ 中学部では道徳、 特別活動、 総合的学習、 合科、 図画工作、 音楽の順となり、 高等部で
は教科は少ない。 ③内容は行事的になりがちで、 特別活動の時間が多 く なる傾向にある。 ④小学部では直接交流の比率が
高いが、 中 ・ 高等部に進むにつれて比率が低く なる。 このよう な実態から、 本研究では、H肢体不自由養護学校の実践報
告を基に、 イ ンクルーシフ教育システムを構築する上での交流及び共同学習の在り方と課題を探るこ と を目的と した。
総合的な考察と して、 以下の諸点が導かれた。 ア 小学部段階の肢体不自由児童が自分なりの意思を言語 ・ 表情で表現
するこ とで十分関わり をもてているこ とが分かった。 また、 能力的な面での違いがあっても、 小学校児童の様子から自分
なり に関わり を工夫するなど、 交流及び共同学習の有効性が観察された。 イ 小学校児童にと って障害の実態に触れるこ
と で不便 ・ 困難を実感できたこ とは、 障害のある児童を理解できたであろう し、 障害者への認識が深まったと言える。 ウ
教師間の連携は特に重要な要素であるこ とが確認された。 共通理解が図られるよう交流及び共同学習実施シート を作成
したが、 このこ とで大きな成果があったと言える。 同時に、 準備の時間を確保するこ とが課題と言える。 エ 教育課程の
面から考えると、 子ども達の好きな要素を取り入れつつ活発な交流が図られるよう な場面を授業の中に設定していく こ と
が大切である。 また、 自由な関わりが持ちやすい放課、 給食の時間を活用すること も有効である。 反面、 学習指導要領と
の関係上、 授業内容及びその進度の調整が大きな課題であると思われた。 オ 肢体不自由児童の保護者からは教科担任制
となる中学校での交流及び共同学習の在り方への不安が示され、 中学校での継続方策が課題となるこ とが示唆された。 イ
ンクルーシフ教育の実現を図る上で、 中学校以降での継続実施の可否が大きな鍵となると思われる。
今回の実践では小学校側からより積極的に交流及び共同学習を意識した提案 ・ 計画がなされ、 意義ある成果に繋がった。 
本研究で検討した実践活動からは、 学習指導要領の改訂で意図されたよう な、 通常校と特別支援学校とが積極的姿勢を持っ
て協働するこ とで成果へとつなげていく こ と を見通すこ とができたと言える。 
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はじめに
平成18年12月、 国連で障害者の権利条約が採択された。 
わが国は平成19年 9 月にこれに署名し、 批准の準備を進
めるこ と となった。 本条約では教育に関して、 第24条に
「障害のある人々は潜在的な資質及び尊厳を高める教育
について権利をもつこ と、 障害を理由に一般の教育から
排除されるこ と なく 、 無償でかつ質の高い支援のあるイ
ンクルーシフ教育を受け ら れるよう にするこ と、 個々の
人が必要とするこ とに対して納得が得られる調整を行う
こと」' ) な どが區われ、 こ の後わが国で もイ ンクルーシ
フ教育が推進さ れるこ と と なった。 今後イ ンクルーシフ
教育を具現化するための一つの方法と して、 交流及び共
同学習はその役割を果たしていく こ とになるものと考え
ら れる。
と こ ろで、 交流及び共同学習が言われるよう になった
のは、 昭和50年度文部省 「心身障害児理解認識推進事業」
における交流教育が始まり である。 当時は特別支援学校
側が地域の小 ・ 中学校に働きかけた学校間交流が主流で
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あった。 平成16 年 6 月に障害者基本法の一部改正に伴い
交流教育から交流及び共同学習に変更すると ともに、 学
校教育において障害のある子ども と障害のない子どもが
一緒に参加する活動は、 相互の触れ合いを通じて豊かな
人間性を育むこ と を目的とする交流の側面と、 教科等の
ねらいの達成を目的とする共同学習の側面が一体と して
あると して押さえられた。 このこ とは、 平成20年 3 月に
告示された小 ・ 中学校学習指導要領(第 1 章総則第 4 の
2 ) や平成21年 3 月に告示された特別支援学校小 ・ 中学
部学習指導要領にも明記された。
さ らに中央教育審議会初等中等教育分科会特別支援教
育の在り方に関する特別委員会が平成22年12月に出した
「特別支援教育の在り方に関する特別委員会 論点整理」
でも 「交流及び共同学習は、 特別支援学校に就学する障
害のある児童生徒等にと っては、 経験を広め、 社会性を
養い、 豊かな人間性を育てる上で、 大きな意義を有する。 
障害のない児童生徒等にと っても、 障害のある児童生徒
等と と もに学び、 多様性を尊重する心をはぐく むこ とが
でき、 共生社会の実現を目指す観点と と もに、 子どもの
成長にも大きな意味を持つ。」 と さ れ、 併せて居住地交
流の意義が強調さ れている。
これらのこと を受けて、 全国の小 ・ 中学校及び特別支
援学校において障害の有無にかかわらず、 誰もが相互に
人格と個性を尊重し合える共生社会の実現を目指して取
り組んでいると こ ろである。
肢体不自由教育においてもイ ンクルーシフ教育 システ
ムの構築を進展させていく 中で、 肢体不自由児 ・ 者も自
立と社会参加を見据えて、 個々の教育的ニーズに応じた
交流及び共同学習が必要になってく る。 平成24年度全国
特別支援学校長会研究集録の中で交流及び共同学習の実
施状況について、 次のよう にまとめられている。
① 平成20年 3 月に告示された新学習指導要領の導入に
よって、 学校間交流、 居住地校交流の実施状況が飛
躍的に伸びた。 しかし、 高等部での実施は少なく 、
難しい状況にある。
② 教育課程上における実施教科等については、 道徳、
特別活動、 総合的な学習の時間、 教科等を合わせた
時間、 そして図画工作、 音楽の順となり、 小 ・ 中学
部とも同じ傾向であった。 高等部では教科での交流
は少なかった。
③ 交流及び共同学習の内容は、 行事的な交流になりが
ちで、 特別活動の時間が多 く なる傾向にある。
④ 交流の方法と しては小学部では直接交流の比率が高
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いが、 中 ・ 高等部に進むにつれてその比率は低い。
愛知県下の肢体不自由養護学校においても、 新学習指
導要領が告示された平成20年以降の交流及び共同学習の
実施状況を愛知県特別支援学校部主事会研究集録から見
ると同様のこ とが言える。
このよう な肢体不自由養護学校における交流及び共同
学習の実際から、 本研究では平成23年度、 平成24年度の
2 年間、 文部科学省特別支援教育総合推進事業 「特別支
援学校と小 ・ 中学校との交流及び共同学習の推進」 の研
究指定を受けたH肢体不自由養護学校の実践報告を基に、
共同社会の形成に向けたイ ンクルーシフ教育 システムを
構築していく 上での交流及び共同学習の在り方を探るこ
と を目的と した。 
1 研究のねらい
これまでの交流及び共同学習の研究及び実践において
は、 学校間交流による行事的な内容の交流が多 く 取り挙
げられてきた。 居住地校交流でも取組状況は行事又は行
事に向けた内容で、 実施回数は年間数回程度であった。 
しかも児童生徒個々の教育的ニーズに応じた交流及び共
同学習の内容より も学年、 学級単位での交流及び共同学
習の研究及び実践が多かった。 そこで、 本研究では肢体
不自由の障害の程度の異なる4 名の児童に焦点を当て、
個々の児童の教育的ニーズに応じた教育内容等を2 年間、
交流校同士で検討した実践から考察することにした。 具
体的には、 肢体不自由養護学校H 校と学区域の小学校
4 校との交流及び共同学習の実践を通じて、 持続可能な
交流及び共同学習を進めていく 上での課題を明らかにし、
今後の交流及び共同学習の実践に生かしていく 方向性を
示したい。 
2 研究の方法
肢体不自由養護学校 H 校小学部に在籍し、 教育課程
編成上の I 類型、m類型、 IV類型で学習している実態の
異なる児童4 名を対象に、 それぞれの教育的ニーズに応
じた交流及び共同学習の内容を計画する。 そして、 平成
23年度、 平成24年度の2 年間における地域の小学校4 校
との交流及び共同学習の実践から児童間の関わり方、 教
師間の連携、 教育活動の在り方について課題を探り、 考
察する。
具体的な対象児童、 交流及び共同学習の場などについ
ては、 下記のとおり である。 
肢体不自由養護学校における交流及び共同学習の実践とその課題について
番 
号 対象児 類型 実態 交流校 
交流及び共同学習の場 
年度 実施月 交流方法 活動の場 
1 
I 君 
( 6 年生) 
交流5 年目 I 類型 
(高等学校 
に準ずる教 
育課程) 
①身辺処理能力はほぼできている。 
②手指に若干のマ ヒがある。 
③書く 、 持つなどの動きはほぼで 
きる。 
④足首、 膝な どが拘縮し歩行はす 
リ足きみである。 
⑤階段昇降に時間がかかる。 
⑥発音は明確で会話はできる。 
A小学校 
H23 
7 月 直接交流 学級活動、 放課、 理科、 給食 
10月 直接交流 書写、 放課、 国語、 社 会、 給食 
12月 間接交流 学級新聞の掲示 
2 月 直接交流 算数、 放課、学級活動、 給食 
H24 
7 月 直接交流 学級活動、 放課、 給食、 音楽、 算数、 掃除 
11月 直接交流 
国語、 放課、 音楽、 社 
会、 給食、 掃除、 学級 
活動 
1月 直接交流 算数、 放課、 理科、 給 食、 掃除、 学級活動 
随時 間接交流 学級新聞の掲示 
2 
S君 
( 6 年生) 
交流 6 年目 
m類型 
(知的障害 
者である生 
徒を教育す 
る特別支援 
学校の教科 
の目標、 内 
容を取り入 
れた教育課 
程) 
①下肢にマ ヒがあ り歩行補助杖を 
使用する。 
②出来事を簡単な文で書く 。 
③大人と日常会話ができる。 
④緊張しやすく 、 自信がないと気 
持ちが萎縮する。 
B小学校 
H23 
7 月 直接交流 図工、 給食 
9 月 間接交流 運動会の案内 
10月 間接交流 学級発表会の案内 
12月 直接交流 図工、 給食 
2 月 直接交流 図工、 給食 
H24 
7 月 直接交流 図工、 給食 
7 月 事前学習 養護学校担任によ る小 学校での指導 
9 月 直接交流 理科、 放課、 保健 
2 月 直接交流 図工、 放課、 家庭科 
3 
0君 
( 5 年生) 
交流4 年目 
I[I類型 
①上肢に軽度、 下肢に重度のマヒ 
がある。 
②車いすを使って移動できる。 
③慣れた環境なら積極的に話すが、 
見知らぬ場所では不安になり下を 
向いたり興奮する。 
C小学校 
H23 
7 月 事前指導 養護学校担任によ る小 学校での指導 
7 月 直接交流 学級活動 
10月 直接交流 学級活動、 給食 
1月 直接交流 音楽、 給食 
H24 
6 月 事前指導 養護学校担任によ る小 学校での指導 
6 月 直接交流 音楽、 給食 
6 月 直接交流 音楽、 給食 
10月 直接交流 音楽、 給食 
4 
K さ ん 
( 6 年生) 
交流 5 年目 
「V類型 
( 自立活動 
を中心と し 
た教育課程) 
①歩行、 座位が難し く 、 座位保持 
いすを使う。 
②楽器を鳴らすこ と、 身体を揺ら 
しても らう こ と を好み、 嬉しいと 
きは笑顔で表現する。 
③食事は ミ キサーにかけ て、 ヨ ー
グルト状の形にして食べる。 
D小学校 
H23 
6 月 事前指導 養護学校担任によ る小 学校での指導 
6 月 直接交流 学級活動 
11月 事前指導 養護学校担任によ る小 学校での指導 
11月 直接交流 調理活動 
12月 直接交流 総合的な学習の時間 
1月 直接交流 道徳 
1月 直接交流 理科 
H24 
6 月 直接交流 放課、 体育 
7 月 事前指導 養護学校担任によ る小 学校での指導 
12月 直接交流 家庭科、 放課、 調理活 動 
1月 直接交流 総合的な学習の時間、 放課 
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3 実践結果について
( 1 ) I 君への実践について
ア 平成23年度交流及び共同学習のねらいと実際
I 君 大きな集団の中で自ら関わり を持ち、 友達に話し かける。 
A小学校 I 君の状況に応じた声かけや手助けをする。 
無理のない授業計画ができるよう に交流及び共同学習
実施シート を活用して、 両校の担任が共同で授業を作成
した。 それにより小学校の担任がI 君を理解し、 学級の
一員と して認めた指導を行う ことができた。
また、 小学校児童はこ れまでの交流からI 君について
はある程度知つていたが、I 君が学級紹介で VTR を使っ
て要領よ く 説明すると、 小学校児童たちもI 君の説明を
集中して聞き次々と質問が出た。 予想以上に盛り上がり、
I 君も自信を持ちその後の授業にリ ラ ックスして参加で
きた。 養護学校教員の提案で、 「歩道に止められた自転
車」 の道徳の授業で小学校児童は車いすの体験をした。 
児童たちは日常何気なく 置かれた物によって困難を感じ
る人の存在やち よつと した心配り で暮ら しやすく なるこ
と を感じたこ とで、 その後は迷惑な行為について配慮す
る場面が見られた。
放課は I 君と児童たちが自然に関わるよう小学校担任
は指示を出さないよう にした。 I 君が自校の学級新聞を
教室に掲示しよう と遠慮がちに児童たちに声をかけると、
児童たちは積極的に手伝ったり新聞を読んだりする姿が
見られた。 I 君は嬉しそう な表情であった。
イ 成果と課題
児童たちは養護学校の説明を聞いたり I 君の学校新聞
を読んだり して、 養護学校への認識が深まった。 また、
児童たちは肢体不自由児への迷惑な行為を知り、 どのよ
う な配慮が大切かを考えるよい機会と なった。
I 君は小学校の大きな集団に参加して、 自分の動きや
力について再認識するよい機会と なった。 また、 I 君は
緊張しながらも挙手して発言したり、 周囲のペースに合
わせて行動したりする姿が見られた。
両校の担任が率直な意見を出し合いながら交流及び共
同学習実施シート を作成したこ とで、 交流及び共同学習
の意義や目標について共通認識が持てたが、 教科学習で
は進度に合わせた指導内容、 方法等についての情報交換
が必要であった。 しかも教科指導が主であったため限ら
れた児童と の関わり に終わり 、 グループ学習や座席の配
置などの工夫が必要であった。
ウ 平成24年度交流及び共同学習のねらいと実際
I 君 通常の時間の中で、 学級の一員と して過ごす。 
A小学校 一人一人が自ら I 君の行動に気づき、 行動する。 
平成23年度の反省から小学校の時間割と授業の進度に
養護学校が合わせるこ とにし、 教科によっては小学校担
任が授業の導入部分や復習を当日の学習内容に入れた。 
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また、 給食と掃除を含めた一 日日程の交流と し、 学級の
一員と してI 君を参加させた。 一 日の反省会でI 君は
「みんなの歩 く ペースに付いて行く のが大変だった」 と
言う と、 児童たちの多 く は 「気づけな く て、 ごめんね」
という 反省の手紙を書いた。
間接交流と して始めたI 君の学校新聞交流から児童た
ちも刺激を受けて、 放課を利用して主体的に学級新聞を
作 るよう になった。
エ 成果と課題
小学校担任が平成24年度も担任となり、 主体的に授業
計計画を立て I 君を学級の一員と して指導することがで
き、 誘導する言葉かけを極力控え、 児童たちに気づき、
自ら考える行動を期待するこ とができた。 その結果、 児
童たちは I 君が給食を配膳していると、 道をゆずったり
机を運んだり とI 君を気遣う場面が多 く見られた。 また、
音楽の授業では児童たちが手本を示しながら、 一緒にリ
コーダの練習をする姿が見られた。
I 君はこれまで給食の配膳、 掃除などを避けていたが、
小学校担任や児童からの支援から安心感が持てるよう に
なり、 一 日の学校生活で児童たちと過ごすこ とできるよ
う になった。 また、 手助けなどについて素直に感謝の言
葉が言え るよう になった。
小学校担任以外の授業のとき、 円滑な授業を展開する
には事前に I 君についての実態や授業の内容等について、
担任は授業担当教員に伝えておく ことが大切であった。
( 2 ) S 君への実践について
ア 平成23年度交流及び共同学習のねらいと実際
S君 大きな集団の中で積極的に友達と コミ ュニケーションをと る。 
B小学校 声かけたり手助け をしたり いて、 S 君に思いやり を持って関わる。 
大変緊張しやすく 、 自信が持てないS 君の授業を学年
の進度の影響を受けにく い図画工作と した。 針金タワー
の製作で緊張のためか間違えてしまい、 自分から助けを
求めるこ とができなかった。 その姿を見た児童の一人が
「 どう したの、 手伝ってあげる」 と言って、 手伝って く
れた。 次の製作からS 君と児童との会話が増えたが、 あ
る児童は感想文で 「S 君と関わり かったが、 授業中のた
め関われなかった」 という 反省もあって、 次回からはグ
ループで活動させるこ と にした。
S 君が製作に集中していたとき筆箱を落と し、 児童が
拾って く れたがお礼が言えなかった。 しかし、 児童たち
は筆箱を拾ったり、 作品の鑑賞の時に作品をめく ったり
してS 君の行動を気にかけていた。
イ 成果と課題
S 君の製作に児童たちが手伝ってく れるよう になった
ことで、S 君は児童たちの製作手順をまねたり工夫した
り して製作意欲と技術が高まった。 しかし、 教科指導が
肢体不自由養護学校における交流及び共同学習の実践とその課題について
多いため 「S 君と関わり たく ても関われなかった」 とい
う児童たちの反省の言葉が多 く 出た。 このことから次年
度からは図画工作以外の教科や単元で実施していく こと
も考えられた。 また、S 君と自由な関わり が持てるよう
に、 放課を利用することにした。
S 君の実態を児童たちにより理解を深めても らう よう
に、 養護学校の担任が小学校で授業をし、S君について
の理解を深める機会をつく るこ とにした。
ウ 平成24年度交流及び共同学習のねらいと実際
S 君 周囲の状況を見て集中して製作 し、 友達と コミ ュニケ ーシ ョ ンを と る。 
B小学校 声をかけたり手助け をしたり して、 S 君に思いや り を持って関わる。 
図画工作で一 人の児童がS 君の製作を手伝ったり、 発
表の時に杖を用意してく れたり、S 君への配慮が多 く 見
られた。 一方、S 君は色鉛筆を忘れて困っていた児童に
「使っていいよ」 と自分から言葉をかけるこ とができた。
放課に学級対抗戦の ド ッチボー ルを行い、S 君は外野
を担当した。 児童たちは受け取ったボールをS君に渡す
な ど関わり が増えた。 S 君は児童たちと ド ッチボー ル投
げができたこ と を嬉し く 思い、 実施後養護学校の友達に
このこ と をよ く話していた。
児童たちの感想文から 「不自由なと こ ろがあっても努
力 しているこ とに驚きま した。 も っと交流したい」 と書
いていた。 そして、 新たに疑問に思ったこ との質問が多
数出された。
エ 成果と課題
S君は好きな図画工作の授業を通して、 学習の進度に
関係なく児童たちが楽し く 会話しながら取り組めた。 ま
た、S君は活動時間に見通しが持てるよう になるとリ ラ ッ
クスしたり、 工具の使い方が上手になってく ると自ら児
童たちに話しかけたり、 手助けの依頼を自分の言葉ではっ
きり言う など自分の意見を発信してい く よう になってき
た。
児童たちはS 君との活動から障害のある人への思いや
り が生まれ、S 君の困難な状況から積極的に手助けがで
き るよう になったと感想文に書いている。
小学校担任は、 S君が通常の授業に入るには教科にお
ける単元、 授業内容の精選は大きな課題の一つであると
感 じた。 そして、 児童同士の会話が活発になるには、 グ
ループでの製作づく り、 意見交換などの場を授業の中で
設け教師が適宜話題を提供し、 児童同士の関わり を持つ
きっかけを作る工夫が必要であると考えた。
参観した保護者は、 教科担任制となる中学校での交流
及び共同学習が、 このまま継続して実施していく にはい
ろいろと問題があると不安を示した。
( 3 ) 0 君への実践について
ア 平成23年度交流及び共同学習のねらいと実際
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0 君 日頃と違う集団の中でも落ち着いて活動する。 
C小学校 身体に障害のある子と一緒に活動する こ と を経験 する。 
0 君が得意である自己紹介、 歌では緊張しながらも大
きな声で言う こ とができた。 児童たちの自己紹介に対し
ても 「すごい」 「僕と一緒だね」 と感想を言い、 児童た
ちと和やかな雰囲気になった。 大きな音を嫌う0 君に、
歌では 「音の大きさに気をつけよう」 と気遣う言葉が児
童たちから出た。 また、 車いすの操作が得意な0 君のた
め 「運べ運べ競争ゲーム」 を行い、 ゲームの順番を決め
たり、 走る場面では互いに 「がんばれ」 と応援したり し
て徐々に打ち解けていった。
絵本の読み聞かせやダンスゲームの学級活動で児童た
ちは0 君に話しかけたり、0 君とのやり とり をしながら
車いすを押したり して0 君との関わる時間が増えた。
給食では0 君は緊張して食べることができなかったが、
グループの児童たちの話を聞いたり、 質問に答えたり し
て集団での給食の雰囲気を楽しんだ。
冬季の歌の活動では0 君は練習を積んで楽しみにして
いたが、 イ ンフルエ ンザのため中止になって しま った。 
イ 成果と課題
0 君の得意な活動と したこ とで安心して活動に取り組
め、 「また、 行きたい」 と期待する気持ちが初めて聞か
れた。 0 君にと って授業に見通しと児童たちとの関わり
が持ちやすいよう に活動の間隔を短く し回数を多 く した
こ とで、 児童たちとの関わり が持ちやすく なったが、 イ
ンフルエ ンザで中止となり実施時期が問題となった。
養護学校と小学校の担任同士が直接打合せや反省する
機会を持つたこ とで、0 君の様子を共有するこ とができ
たこ とがよかった。 しかし、 小学校担任を窓口と して音
楽などの担当教員との間で連絡する形を取ったが、 事前
の綿密な打ち合わせをする時間を確保することが難しかっ
た。
ウ 平成24年度交流及び共同学習のねらいと実際
0 君 日頃と違う 集団の中で、 いろいろな場面で落ち着 いて活動する。 
C小学校 0 君と の活動経験を通して、 いろいろと気づいて 関わる。 
昨年度の反省から音楽担当教員 と事前に打合せができ
たこ とで、 交流及び共同学習実施シート を基に両校の担
当者間で授業内容や役割分担が明確になった。 0 君は養
護学校の音楽では友達と歌う こ とはしないが、 小学校で
は児童と一緒に歌い、 合唱を学級の一員となって練習で
きた姿から集団の力を感じた。
回数を重ねると0 君も児童たちも表情に固さがなく 、
0 君の名前を呼んで近づ く児童が増え、0 君もそれに応
えていた。 0 君は隣席の児童と一緒に教科書を見たり、
ーつの鍵盤ハーモニカを弾く こ とでは自分から手を伸ば
河 相 善 雄 青 木 廣 康
してハーモニカを弾き始めたり した。 児童も0 君が間違
えると正しい指使いを教えていた。
給食では0 君は始め話し声や放送の音量が気になり両
耳をふさいでいたが、 学級担任が事前に0 君について児
童たちに話 してお く と、 児童たちは話 し声な どの音量に
配慮したこ とで0 君は耳をふさ ぐこ とが減り、 落ち着い
て食べるこ とができた。
エ 成果と課題
事前に音楽担当者と直接打合せができ、 両校の児童同
士が関わる場面を設定したこ とで、0 君は音楽への参加
を喜び、 歌を小学校担当者から誉められ、 楽しい交流の
経験となった。 児童たちも交流間隔を短く したことで0 
君との活動の記憶が新し く 、 もっと関わり たいという 気
持ちを起こ しやすく なった。
今後の課題と して、0 君はまだ自分から コ ミ ュニケー
ショ ンを取ることや周り の児童にできない時に依頼する
ことができない。 そのために0 君が主体的に活動できる
よう に、 両校の教員の役割分担、 授業内容などを検討し
てい く 必要がある。
( 4 ) K さんへの実践について
ア 平成23年度交流及び共同学習のねらいと実際
K さん 児童からの働きかけを受け入れ、 一緒に活動した ときに楽しいと感じる。 
D小学校 K さ んへの声かけ、 思いやり、 手助け をしながら 共に活動する。 
重度の肢体不自由のある K さんへの配慮がしやすいよ
う小学校担任の得意な調理活動で交流を実施した。 そこ
で、 事前にK さんの実態 (食事はヨーグルト状の中期食) 
と対応時の注意事項を児童たちに話し、 児童たちにK さ
んの不便さを伝えた。 調理活動に入る前にK さんは両親
と共に参加し、6 人のグループの児童と計画を立てた。 
6 人のグループでのおでん作り にK さ んはいろいろな手
助けを受け入れながら表情よ く 活動ができた。
初めての環境の中K さ んが食事でき るか心配したが、
美味しそう に食べるこ とができた。 グループの児童たち
は今までに見たこ とのない ヨーグルト状のおでんを食べ
るK さ んを見て、 「おい しい? 」 「 どろ どろ して、 大変そ
う」 と感想を言いながらも、K さ んの行動に視線を送っ
ていた。
イ 成果と課題
K さんは注視することが難し く 、 不随意の動きがあり、
手先を使った活動に多 く の支援が必要なため、 事前にK 
さんの手足の動きや支援の注意事項を伝えられた2 人の
児童と関わらせたこ とで、 児童同士の関わり が上手にで
きた。
K さんは数名の児童とのグループ活動の方が安心して
過ごせたが、 重度の肢体不自由があるこ とから特定の児
童との関わり に終わってしまったこ とは残念であった。 
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しかし、 小学校担任や児童たちは重度の肢体不自由のあ
る人の不便さを知り、 不便さを取り除く工夫をすること
で一緒に活動するこ とが分かった。
自立活動を主とする教育課程の肢体不自由児童が交流
及び共同学習をするには、 小学校担当者との事前の打合
せや児童への事前学習が大変重要である。
ウ 平成24年度交流及び共同学習のねらいと実際
K さん 児童からの働きかけを受け入れ、 一緒に活動した 時に楽しい気持ちを表現して伝える。 
D小学校 K さんへの声かけ、 思いやり、 手助け をしながら、 グループ全体で協力して活動する。 
小学校担任が体育専科のため年間計画に沿ってボール
送り運動を行った。 重度の肢体不自由のあるK さんには
体育の授業のイ メ ージが持ちにく いため、 事前の打合せ
でK さんや児童たちのねらいが達成できる内容で計画が
立てられた。
K さんの気持ちを読み取る手段と して 「まばたき」 で
コ ミ ュニケーシ ョ ンを取るこ と にした。10人以上の児童
たちがK さ んを囲み、K さ んは膝に手触り のよいボール
な どを乗せても らい、 また手にと ってボールに触らせて
も らい、K さんは 「まばたき」 で返事を返すこ とができ
た。 この時、 児童たちはK さんの動きをじっと見守り、
K さんの 「まばたき」 をじっ く り待つこ とでコミ ュニケー
シ ョ ンを取るこ とができた。
「障害のある人」 を題材にした道徳の授業で、K さん
と一緒に活動したこ とで学級の雰囲気に変化が生じてい
るこ と を小学校担任や児童たちが感じていた。 できない
こ とが多 く あるK さんの存在が社会の中で意味するもの
について、 児童たちは少しずつ気づきつつあった。
K さ んはv OCA ( コ ミ ュニケーシ ョ ン支援機器) で
あいさつしたり ボールを選んだり したが、 体育の授業で
は疲れて眠ってしまった。 このと きの様子をある児童が、
「K さ んは動かさ れているだけで楽 し く ないのではない
かと思ったが、 K さ んを手伝っている人の必死 さや思い
やり の行動を見て、 こ れでいいのかなと思った」 と感想
文に書いている。
エ 成果と課題
小学校担任や児童たちが前向きに取り組んだことでK 
さんへの理解が深まり、 お互いにと って交流及び共同学
習が楽しいこ と、 嬉しいこ とになり、 意義ある活動となっ
た。 また、K さんは同年齢の児童の声が聞こえると生き
生きと した表情を示し、 小学校での活動が貴重な体験と
なり学校生活に大きな教育的効果をもたらした。
IV類型の肢体不自由児童が教科等で交流するにはお互
いの目標を明確にし、 綿密な打合せが必要である。 また、
児童たちへの事前、 事後指導も重要である。 
肢体不自由養護学校における交流及び共同学習の実践とその課題について
4 考察
ア 肢体不自由児と児童との関わり
児童達たちは肢体不自由な障害の程度の違いに関係な
く 、 肢体不自由児童と交流及び共同学習するこ とで肢体
不自由児童の行動、 食事などの困難さ、 不便さ を知り、
不便さ を取り 除く工夫を考えたり、 どのよう な配慮が必
要かを考えたり するよい機会と なった。 また、 児童たち
は肢体不自由児童との関わり が増えるこ とで、 声かけや
手助けについての要領をつかんだり 、 自分の思いが言え
たり できてきた。 こう したこ とから、 児童たちは事前に
肢体不自由児童の実態等について学習し、 知ることで肢
体不自由児への関わり方、 障害への理解が進んだ。
肢体不自由児童も障害の程度に差があっても、 児童と
一緒に話したり活動したりすることから自分なりの喜び
や感謝の気持ちを表現することができたり、 肢体不自由
児童にと って養護学校と違った大きな集団の中でも関わ
り が増していけば、 児童の動きを見てまねたり、 自分の
動きについて再認識したりするこ とがある。
保護者は教科別担任制となる中学校での交流及び共同
学習を継続して実施していく には、 障害への理解、 指導、
支援の在り方、 授業への参加方法などに不安を感じてい
る o
イ 小学校と養護学校の教師間の連携
事前に活動内容等を記入できる交流及び共同学習実施
シート を作成したことで、 小学校と養護学校の両校の担
当者間で事前に相互の児童の実態、 授業内容、 方法等に
ついて共通理解を持つよい機会ができた。 また、 小学校
の学級担任以外の授業では小学校担任から授業担当者に
肢体不自由児童の実態や授業内容等を伝えておく だけで
なく 、 時間的な調整が難し く ても事前に養護学校の担任
と授業担当者と綿密な打合せをした方が有効であると考
えられる。 特に、 肢体不自由の障害の程度が重い児童ほ
ど、 両校の担当者間での事前打合せが重要である。 教科
指導、 総合的な学習の時間などを効果的に授業を展開す
るには、 担当者間で事前に肢体不自由児童の実態、 授業
内容、 方法等について共通理解した内容等について、 小
学校児童たちに事前指導し、 また事後指導することが重
要である。 その場合、 養護学校担当者も加わると一層効
果的であると考える。
活動期間、 回数についても児童同士の関わりが持ちや
すいよう に、 活動の間隔を短く し、 交流活動の回数を多
く すること も有効である。 また、 肢体不自由児童が小学
校児童と関わり を持ちやすいよう に、 肢体不自由児童の
得意な活動内容、 好きな教科、 授業内容を選定すること
で肢体不自由児童の意識を高め、 小学校児童との活動の
幅を広げていける。
ウ 教育課程及び学習活動
小学校の教育課程では教科指導が主になり がちである
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が、 肢体不自由児童との活動を進めるためにはグループ
学習や座席配置などの工夫が必要である。 そのために児
童同士の会話等が活発になるよう 、 授業の中にグループ
活動、 意見交換などの場を設けるこ と もよい。 また、 授
業に限らず児童同士が自由な関わり が持てる場と して、
放課や給食の時間を利用するこ ともよい。 このよう に、
教育課程上の教科指導だけに縛られるのではなく 、 一 日
の学校生活の中で有効に活用できる時間帯を利用するこ
と も考えていく とよい。
一方、 交流及び共同学習を有効に進めるには、 肢体不
自由児童側からの活動内容も取り入れていく 必要がある。 
肢体不自由児童が関わり を持ちやすいよう に、 肢体不自
由児の得意な内容、 好きな教科、 授業内容を小学校の教
育課程に即した教科、 活動内容と合わせながら選定する
必要がある。 特に、 肢体不自由の障害の程度が重い児童
ほど、 教科等で交流するには限界があるだけに相互の日
標を明確にし、 綿密な事前打合せをして学習内容を決定
してい く こ とが重要である。 
5 まとめ
ア 今回の実践から小学部段階の肢体不自由児童にと っ
て障害の程度に関係なく小学校児童と一緒に学習活動
を行う 中で、 自分なり の喜びや感謝などの意思を言語
表現したり、 表情で表現したりするこ とで関わるこ と
は十分できるこ とが分かった。 また、 肢体不自由の障
害の程度の違いより も能力的な程度の違いによっては、
児童の活動の様子から自分なりに関わり を工夫する行
動も見られ、 交流及び共同学習は有益な活動であった
と言える。
しかし、 より効果的な交流及び共同学習を展開する
には、 事前にV T R等によって小学校の学級の雰囲気、
授業の取組などの様子を肢体不自由児童に知らせ、 学
習しておく ことが大切であると考える。
イ 小学校児童にと って肢体不自由の障害の程度に関係
なく一緒に学習活動をする中で、 障害のある児童の衣 ・
食 ・ 住及び行動等における困難さ、 不便さなどを感じ
るこ とができたこ とは、 障害のある児童を理解する上
で大きな成果があったと言える。 また、 困難さ、 不便
さ を感 じたこ とで、 その不便さなどを取り 除く 工夫を
考えたり 配慮したりする姿勢が見られたこ とは、 障害
者への認識が深まったと言える。
ウ 小学校と養護学校の教師間の連携は交流及び共同学
習を進める上で、 特に重要な要素である。 今回は事前
に児童の実態、 授業内容、 方法等について共通理解が
図られるよう交流及び共同学習実施シート を作成した
ことは大きな成果と言える。 学校教育において交流及
び共同学習をより効果的に進めるためには、 相互の教
育活動において組織的に実施するこ とが継続した活動
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に繋がっていく と考える。 その中でも相互の児童に、
特に小学校児童には事前に肢体不自由児童の実態、 注
意事項等を学習する場、 また実施後に児童一 人一 人の
達成感や反省する場を設定するこ とで障害者理解だけ
でなく 、 今後交流及び共同学習を継続していく 大きな
要因になると考える。
しかし、 このよう な事前、 事後学習、 事前打合せを
する時間を確保することは、 今後も大きな課題と言え
る。
エ 教育課程の面から考えると、 肢体不自由児童の好き
な教科、 題材を取り入れ、 しかも養護学校児童と小学
校児童が活発な交流が図られるよう グループ活動や意
見交換の場を授業の中に設定していく ことが大切であ
ると言える。 また、 授業が教科中心の傾向が強いため、- 日の学校生活の中で自由な関わりが持ちやすい放課、
給食の時間を活用すること も有効であると言える。
しかし、 授業を展開する上で学習指導要領によって
各教科の進度が決められている小学校にと っては授業
の遅れは許さ れない、 また養護学校にと っては肢体不
自由児に小学校の授業の進度に合わせて学習させるな
どの負担をかけないよう に授業内容及びその進度を調
整していく こ とは大きな課題である。
オ 肢体不自由児童の保護者からは教科担任制となる中
学校での交流及び共同学習の在り方への不安を示すよ
う に、 今後中学校における交流及び共同学習を継続す
るための教育課程上の位置づけ、 相互の授業内容等を
明確にしてい く 必要がある。 イ ンクルーシフ教育の実
現を図っていく 上で、 今後いかに中学校以降も継続し
た交流及び共同学習を実施していく こ とができるかど
う かが大きな鍵と なる。 
本研究で扱った実践活動の期間中、 障害者基本法が改
正され、 第16条第 3 項で 「国及び地方公共団体は、 障害
者である児童及び生徒と障害者でない児童及び生徒との
交流及び共同学習を積極的に進めるこ と によって、 その
相互理解を促進しなければならない」 こ とが規定さ れ、
さ らに実践2 年目後半にさ しかかった時点で、 中央教育
審議会初等中等教育分科会から 「共生社会の形成に向け
たイ ンクルーシフ教育 システム構築のための特別支援教
育の推進 (報告)」 が出され、 そこでも 「3 . 障害のあ
る子どもが十分に教育を受けられるための合理的配慮及
びその基礎と なる環境整備 (2) 「基礎的環境整備」 に
ついて 0 8 」 に位置づけられ、 先述の論点整理の方向
で 「一層推進していく ことが重要である」 と示されてい
る。
今回の肢体不自由養護学校H校の活動実践から事前の
打合せやその時間の確保、 教育課程上の位置づけと活動
内容、 方法等について小学校側からより積極的に交流及
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び共同学習を意識した提案 ・ 計画がなければその意義も
薄らいだものになり、 継続も難しかったと言える。 昭和
50年度に始まった交流教育は肢体不自由養護学校等の特
別支援学校側から地域の小 ・ 中学校に積極的に働きかけ
て実施さ れてきた経緯から、 特別支援学校とはどんな学
校か、 障害のある子とはどんな子かといつたこ とは、 広
く 認識されてきた。 しかし、 今回の学習指導要領の改訂
では、 通常小学校 ・ 中学校側でも特別支援学校の児童生
徒に関心を持ち、 積極的に働きかけを行う こ とで、 通常
校の児童生徒にも有益な実践と為し得るこ とが認識され、
その実現が求めら れてきているのである。
本研究で検討した実践活動からは、 通常校と特別支援
学校とが積極的姿勢を持って協働するこ とで成果へとつ
なげていく こと を見通すことができたと言えよう。 こう
した実践を積み重ね、 また地域内の小学校 ・ 中学校等の
通常校を巻き込んだ教育経営を具現化していく ことで、
障害の有無にかかわらず、 誰もが相互に人格と個性を尊
重し合える共生教育、 さらには共生社会の実現へと発展
させるこ とが期待できよう。 その成否の鍵は、 通常学級
の子 ども達と特別なニーズのある子 ども達が相互に理解
し合い、 受け止め合い、 共に活動してい く こ とのできる
空間を学校がいかに提供でき るかという こ と にかかって
いると思われる。 
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